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「安曇野のオオルリシジミ」を市天然記念物に指定
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◀オオルリシジミ

現在日本では長野県と九州の阿蘇地方にしか
生息してない希少なチョウです。環境省・長野
県・安曇野市のレッドリストで、絶滅危惧種に
指定されています。また、長野県の指定希少野
生動植物にもなっており、無断で捕獲・採取す
ることが禁止されています。

「クララ」にとまるオオルリシジミ
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指
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３
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指
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ら
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な
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通
り
で
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な
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６
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６
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オ
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草
「
ク
ラ
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り
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配
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し
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。
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重
な
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い
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ョ
ウ
の
住
む
環
境
を
み

ん
な
で
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

指定記念イベント

●自然観察会
日５月 21日（土）午前 9時 30分～正午
場国営アルプスあづみの公園（堀金・穂高地区）里山文化ゾーン
対市内在住の小学生以上（小学生は保護者同伴）
講江田慧子さん（関西学院大学教育学部助教）
那須野雅好さん（安曇野オオルリシジミ保護対策会議代表）

費無料（要入園料）　定 40 人（抽選）
申４月 25日（月）から５月６日（金）に右記 2次元コードより　

　　申し込み
他協力 アルプスあづみの公園管理センター
問環境課471・2492　 90829ID

シンポジウム

6 月末に指定記念
シンポジウムを計
画しています。
詳細は後日、市
Ｈ
ホームページ
Ｐなどでお知ら

せします。

自然観察会の申込
（ながの電子申請サービス）

令和元年 5月の観察会の様子

４月20日（水）OPEN！４月 20日（水）OPEN！

安曇野市マウンテンバイクコース安曇野市マウンテンバイクコース
整地されていない山の中を走り抜けるマウンテンバイク。自然豊かな山道を爽快に駆け抜けてみませんか。

営業日・料金

利用の流れ

アクセス

初級者コース

クロスカントリーコース

ダウンヒルコース

■営業日時
期　間：4月20日（水）～11月30日（水）
営業日：水・金・土・日曜日、祝日（月・火・木曜日は休み）
時　間：午前9時～午後４時（10月からは3時30分まで）
※最終受付は終了時間の 30分前

■利用料金表

　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　

■注意点
●個人利用の事前予約は受け付けていません。直接
来場して利用申し込みをしてください。
●コース貸し切りは利用日の１週間前までにスポー
ツ推進課に申し込んでください。
●天候等により開場日であっても急きょ
休場となる場合があります。当日のコ
ース情報はTwitter でお知らせします。
●自転車を持ち込む場合は、オフロード走行に耐え
うるものとし、保険の加入をお願いします。

■啼鳥山荘内に受付があります。コース利用上の注意事
項をよく読み、申込書の記入と利用料金を支払います。
（初回利用時は 15分ほどの「施設の安全利用に関する
講習会」を受講）

■受付で発行するプレートを自転車に付けて利用します。
■利用終了後、プレートを受付に返却してください。

約20台

区分 利用料
個人利用 200円 / 日

レンタルバイク
(ヘルメット含む ) 300 円 / 時間

コース貸し切り 20,000 円 / 日

レンタルバイク
大人用 ５台
子ども用 ５台

受付場所
〒 399-8211　安曇野市堀金烏川 11-35
4090・7027・0053（専用電話）

■各ポイントに設置されているコース案内

自然を満喫しながら起伏の少ない山道を１周するコース

アップダウンのある全長約５㎞の山道を走行するコース

斜面を高速で下る全長約２㎞のコース。コース全体の
高低差は約 270m。

この事業は長野県林業コンサルタント協会「森と人いきいき助成事業」
を活用しました。

問スポーツ推進課　471・2467　 86105ID

保存活用計画（抜粋）
●国営アルプスあづみの公園に「保護区」「活

用区」を設けて、重点的に保護や啓発をし

ます。

●私有地などでは、オオルリシジミを大切に

してもらえるような周知活動をします。

●オオルリシジミの保護をとおして、生態や

生息環境を知ることで、

　郷土への愛着が育まれ

　ることを期待します。

保存活用計画はこちら


